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https://www.sciencecommunication.jp/journal/?action=common_download_main&upload_id=930

H4I, A3 "r—ya &
l”bqthm;:#hﬂyi/

SR RD
BE
O

XML YA I RS2 =4 —230

RO . YR YOS —sY
HRIZEERHR
713 [2HRTET S
:lE:L:’T_:/a.V. ) O



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サイエンスコミュニケーション、日常のコミュニケーション、リスクコミュニケーションの関係はこのようになっており、リスクコミュニケーション、クライシスコミュニケーションの成功は日常のコミュニケーションによって信頼関係が構築できているかどうかにかかっている

クライシスコミュニケーションに失敗すると、産官学への不信を招き、技術が社会に受容できない悪循環に陥る
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